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現在進行中の地球温暖化についての将来予測
は広く関心を集め居ている（今後１００年で2℃か
それ以上）。気候変化予測については、気候モ
デルの進展により進歩しているが、未だに不確
定性が残っている。多くはモデルの検証に用いら
れてきたデータが、過去わずか数十年の測器記
録に基づいている為である。

古気候情報の高精度復元による気候シス
テムの理解の深化
高品質の過去の気候記録試料と、最先端の化学

分析により、気候
システム中のサブ
システムの繋がり
を理解する上で重
要な現象の解明
を行った。

南極氷床変動の理解
氷期の終焉に引き起こされた急激な海水準上昇
に、南極も寄与している可能性があることをしめし
た。また、現在進行中の海水準上昇が、氷期終
焉時から続いているものではなく近年に特有の現
象であることが明らかになった。

海洋ー大気への二酸化炭素移行プロセス
の理解
氷期から現在の間氷期に移行する間に低緯度海
域を通した二酸化炭素放出が海洋酸性化を引き
起こしていた。

気候モデルの動作特性検証の為の、高精度の過
去の気候変動記録を、サンゴや堆積物等を地球
化学的に、より精度よく復元する。特に気候モデ
ルの制約条件として重要な海洋表層環境データ
を復元する。それらは時系列データおよび時間断
面データとして広く世界の気候モデル研究者が
使用可能なように、積極的に論文にて発表する。

代表論文：Nature, 483, 559-564, (2012)
受賞：Distinguished International Visitor Award 
(2013-2014), Department of Geography, Durham 
University, UK
新聞： 朝日新聞「氷床はデリケート」(2012年7月25日)　 
日本経済新聞「極地の氷河溶解、人間活動が原因 東京
大学」(2012年7月23日)　朝日新聞「氷期末期の海面
上昇１万4600年前に始まる」(2012年4月11日) 2013年発表の温暖化予測は、今世紀末に

2℃を超えることがほぼ確実であり、それをどこ
まで抑えられるか、またそれぞれの地域での影
響はどうかなどに力点がおかれ始められつつ

ある。世界規模なこの問題に対して、高空
間分解能なモデルのコード開発などにより、
極端気象の高精度予測などに役立てること
が出来ると考えられる。

図1　複雑な気候サブシステムどうしの
繋がりを高品質の試料を用いて解析。

図2　グリーンランドの氷床コアに記録された気温の上昇と海水準
の急激な変化が同調（左図）。また、現在の海水準上昇は地球史
を通しての自然変動ではなく、近年特有の現象であることを示した。

図3　世界で最も高精度のホウ素同位体比分析法を用い、
氷期から現在への移行期での海洋酸性化イベントを検出。


